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泉苑在宅介護支援センター 

あさひ苑在宅介護支援センター 

２００８年（平成２０年） 　２月１５日発行　第６５号　◆編集と発行　しんあい編集部 

介護に関するご相談は無料ダイヤルで 

老後支援２４時 間 

福祉にっこり２４時間 

〒１８３－００４２    　東京都府中市武蔵台１－１０ 

　　　　　　ＴＥＬ　０４２－３６６－００８０ 

多摩同胞会のホームページをリニ
ューアルしました。 

http://www.tama－dhk.or.jp/ 

をぜひご覧下さい 

● どうなる？どうする？ 
　　 高齢者医療 

● スウェーデン交換研修報告 

● 韓国交換研修報告 

● 施設だより「漢字1字で」 

疫病退治や悪魔払いをしてくれるという獅子舞です。 
今年1年どうぞよろしくお願いいたします。　　(あさひ苑） 



■高齢者医療法の目的と理念

　法律には「目的」と「基本的理念」を述べた条文がありますが、高齢者医療法の目的（第１条）
をみると、老人保健法に定められていた「疾病の予防・治療」は「医療費の適正化」というこ
とばになり、これまで市区町村が行ってきた「保健事業」は「保険者による健康診査」に置き
換えられています。また、基本的理念(第２条)をみると、「自助と連帯の精神に基づき…医療に
要する費用を公平に負担する」という老人保健法のそれはそのまま踏襲されており、「多年にわ
たり社会の進展に貢献してきた者として敬愛され、かつ、健全で安らかな生活を保障される」
とした老人福祉法の理念は見る陰もありません。

医
療
福
祉
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
　
　

朝
　
日
　
健
　
二

　
高
齢
者
の
方
は
お
確
か
め
下
さ
い
。
昨
年
の
秋
も
ら
っ

た
ば
か
り
の
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
が
今
年
３
月
３１
日

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
法
が

４
月
１
日
に
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
（
略
称
「
高
齢
者
医
療
法
」
）
が
適
用

さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
高
齢
者
医
療
法
は
大
き
く
３
つ
の
部
分
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
病
院
の
入
院
期
間
を
計
画
的
に
短

縮
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
た
「
医
療
費
の
適
正
化
」（
第

２
章
）
。
二
つ
は
高
齢
者
の
医
療
費
を
公
平
に
負
担
す
る

と
い
う
「
特
定
保
険
料
」
の
徴
収
（
第
３
章
）
と
７０
歳
か
ら

７４
歳
の
前
期
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
の
引
き
上
げ
。
三
つ

は
“姥
捨
て
保
険
”と
い
わ
れ
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
創
設
（
第
４
章
）
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
法
は
平
成
２０
（
２
０
０
８
）

年
３
月
末
ま
で
で
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」（
略
称
「
高
齢
者

医
療
法
」
）
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
高
齢
者
医
療
法
に
つ
い
て
、
医
療
福
祉

総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
の
朝
日
健
二
先
生
に

特
別
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
一
緒
に
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
在
院
日
数
の
短
縮
と
医
療
費
の
適
正
化

　
予
算
編
成
が
大
詰
め
に
は
い
っ
た
２
０
０
５
年
１２
月
の

こ
と
。
「
骨
太
の
方
針
２
０
０
１
」
と
し
て
閣
議
決
定
し

て
い
る
の
に
着
手
が
遅
れ
て
い
た
「
医
療
費
適
正
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
た
め
、
政
府
・
与
党
医
療
改
革
協

議
会
に
よ
る
「
医
療
制
度
改
革
大
綱
」
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
骨
格
は
「
全
国
の
平
均
在
院
日
数
（
３６
日
）
を
最

短
の
長
野
県
（
２７
日
）
と
の
差
を
半
分
に
縮
小
す
る
」
と
い

う
５
か
年
計
画
で
す
。
理
念
は
も
ち
ろ
ん
医
学
的
根
拠
も

な
い
大
綱
で
す
が
、
押
し
付
け
ら
れ
た
厚
生
労
働
省
は
な

ん
と
か
説
明
で
き
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
病
院
の
「
療
養
病
床
」
と
人
間
の
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
が
標
的
に
さ
れ
た
の
で
す
。�

　
療
養
病
床
は
高
齢
者
に
不
可
欠
な
長
期
療
養
ベ
ッ
ド
。

こ
れ
を
５
年
間
に
６
割
、
２３
万
床
削
減
す
る
と
い
う
の
で

す
。
東
京
は
療
養
病
床
が
少
な
く
、
療
養
短
期
入
所
は
容

易
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
３
割
、
７，
０
０
０
床

減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数
字
で
す
。
東
京
都
は
こ
れ

に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
、
逆
に
７，
０
０
０
床
増
や
し
て

２
８，
０
０
０
床
に
す
る
一
次
案
を
た
て
厚
生
労
働
省
と

折
衝
し
て
い
ま
す
。
政
府
・
与
党
医
療
改
革
協
議
会
の
押

し
付
け
が
い
か
に
理
不
尽
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る

も
の
で
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
は
、
へ
そ
ま
わ
り

が
男
８５
cm
以
上
、
女
９０
cm
以
上
を
特
定
保
健
指
導
の
対
象

者
と
し
、
こ
れ
を
５
年
間
に
１０
％
以
上
減
ら
す
こ
と
を
目

指
し
、
４０
歳
以
上
の
特
定
健
診
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
費
用
は
い
ず
れ
も
保
険
料
と
自
己
負
担
と
さ
れ
、
自

己
負
担
分
は
税
金
の
医
療
費
控
除
を
適
用
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

■
特
定
保
険
料
と
前
期
高
齢
者
の
医
療

　
７４
歳
以
下
の
医
療
保
険
被
保
険
者
は
自
分
の
保
険
料
に

加
え
「
特
定
保
険
料
」
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
う
ち
６５
歳
以
上
は
年
金
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
特
定
保
険

料
の
内
訳
は
、
�
前
期
高
齢
者
医
療
納
付
金
、
�
後
期
高

齢
者
医
療
支
援
金
、
�
病
床
転
換
支
援
金
で
す
。
こ
れ
ま

で
給
料
明
細
に
高
齢
者
医
療
分
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
特
掲
さ
れ
、
医
療
費
を
め
ぐ
る
世

代
間
対
立
が
煽
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
前
期
高
齢
者
医
療
の
１
人
あ
た
り
１
年
間
の
負
担
は
、

政
管
健
保
２
万
６
千
円
、
組
合
健
保
３
万
４
千
円
、
共
済

４
万
４
千
円
と
そ
れ
ぞ
れ
増
え
ま
す
。
一
方
、
国
保
は
減

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
庫
負
担
（
約
５
割
）
の
大
幅
減
と
な

り
ま
す
。

　
病
床
転
換
支
援
金
は
療
養
病
床
を
老
人
保
健
施
設
や
有

料
老
人
ホ
ー
ム
に
転
換
す
る
た
め
の
費
用
（
初
年
度
６３
億

円
）
で
、
そ
の
２７
分
の
１２
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
７０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
前
期
高
齢
者
の
医
療
費
一
部
負

担
は
４
月
か
ら
２
割
（
現
役
並
所
得
者
は
３
割
）
に
な
り
ま

す
。
高
額
医
療
費
は
介
護
保
険
と
合
算
し
て
還
付
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
６５
歳
以
上
の
人
が
療
養
病
床
へ
入
院
す
る
時
は
原
則
と

し
て
食
費
と
居
住
費
を
保
険
外
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
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特別
寄稿

ど
う
な
る
？
ど
う
す
る
？
高
齢
者
医
療
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朝
日
健
二
先
生
の
ご
紹
介

１
９
３
５
年
生
ま
れ
。
１
９
６
４
年
朝
日
訴
訟
運
動
継
続
の

た
め
原
告
・
朝
日
茂
と
夫
婦
養
子
縁
組
、
上
告
審
を
承
継
。

１
９
７
２
年
東
京
保
険
医
協
会
に
就
任
、
事
務
局
次
長
を
経

て
１
９
９
８
年
退
職
。
１
９
９
８
年
国
民
医
療
研
究
所
に
主

任
研
究
員
と
し
て
就
任
、
２
０
０
０
年
退
職
。

現
在
、
医
療
福
祉
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
、
西
都
保
健
生

活
協
同
組
合
理
事
、
社
会
福
祉
法
人
東
京
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
協

会
理
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
朝
日
訴
訟
の
会
理
事
等
。

す
。
た
だ
し
、
低
所
得
者
が
区
市
町
村
の
認
定
を
受
け
た

場
合
は
減
額
さ
れ
、
減
額
を
受
け
て
も
な
お
手
元
に
残
る

お
金
が
保
護
基
準
（
障
害
者
加
算
を
加
算
し
た
基
準
）
を
下

回
る
時
は
、
境
界
層
減
免
を
申
請
で
き
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

　
７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
保
険

証
は
取
り
上
げ
ら
れ
、
被
扶
養
者
の
名
前
も
削
除
さ
れ
、

代
わ
り
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
が
世
帯

単
位
で
な
く
各
自
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
あ
の
世
行
き
の
保

険
証
み
た
い
な
も
の
で
す
。
現
役
で
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
て

い
た
傷
病
手
当
金
は
任
意
給
付
と
さ
れ
、
引
き
続
き
給
付

す
る
と
こ
ろ
は
船
員
保
険
だ
け
で
す
。

　
保
険
料
は
全
員
徴
収
、
年
金
天
引
き
で
す
。
た
だ
し
、

年
金
が
月
額
１
万
５
千
円
以
下
の
人
、
保
険
料
が
年
金
の

半
分
以
上
に
な
る
人
は
市
区
町
村
へ
直
接
納
付
し
ま
す
。

納
付
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
被
保
険
者
証
の
返
還
を
求
め

ら
れ
、
代
わ
り
に
被
保
険
者
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
に
よ
る
受
診
は
医
療
費
の
全
額
を
医
療
機
関

に
立
替
払
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
は
「
均
等
割
＋
所
得
割
」
で
計
算
さ
れ
、
最
高

５０
万
円
で
す
。
東
京
の
均
等
割
は
３
万
７，
８
０
０
円
、

所
得
割
は
「
合
計
所
得
金
額
×
６.

５
６
％
」
と
さ
れ
ま
し

た
。
収
入
が
年
金
だ
け
の
合
計
所
得
金
額
は
「
年
金
額
｜

公
的
年
金
控
除
１
２
０
万
円
｜
基
礎
控
除
３３
万
円
」
と
計

算
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
夫
や
息
子
の

被
扶
養
者
で
あ
っ

た
約
２
０
０
万
人
は
、

２
年
間
に
限
り
均

等
割
は
半
額
、
所

得
割
は
ゼ
ロ
と
さ

れ
ま
す
。

　
７５
歳
以
上
は
強

制
加
入
で
す
が
、

６５
歳
か
ら
７４
歳
ま

で
の
障
害
者
手
帳

３
級
以
上
の
人
は

任
意
加
入
で
す
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
加
入
し
た
人
も
申

請
撤
回
で
き
る
し
、
す
で
に
老
人
医
療
の
適
用
を
受
け
て

い
る
人
も
撤
回
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
の
基
準
は
、
多
く
が
ぼ
け
る
、
い

ず
れ
み
ん
な
死
ん
で
い
く
と
す
る
「
基
本
的
な
考
え
方
」

を
も
と
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
外
来
診
療
は
研

修
を
受
け
た
「
高
齢
者
担
当
医
」
に
１
年
契
約
で
か
か
り
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
二
の
次
で
寝
た
き
り
・

ぼ
け
防
止
を
第
一
と
し
、
検
査
、
画
像
診
断
、
処
置
の
診

療
報
酬
は
な
く
、
認
知
症
の
診
断
も
「
被
験
者
の
挨
拶
を

待
つ
」
こ
と
で
判
断
さ
せ
る
と
い
っ
た
安
上
が
り
の
医
療

を
求
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
患
者
や
家
族
の
了
解
を
と

っ
て
在
宅
末
期
医
療
に
入
る
こ
と
を
書
面
で
通
告
し
た
ら

高
い
診
療
報
酬
を
支
払
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
一
部
負
担
は
１
割
（
現
役
並
所
得
者
は
３
割
）

で
、
食
費
、
居
住
費
な
ど
の
負
担
は
、
そ
の
減
免
制
度
を

含
め
前
期
高
齢
者
と
同
じ
で
す
。

■
激
変
緩
和
措
置
の
無
限
拡
大
へ

　
こ
の
制
度
が
高
齢
者
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
厳
し
い
と
し

て
、
見
直
し
を
求
め
る
署
名
運
動
や
地
方
議
会
の
意
見
書

提
出
（
約
４
分
１
）
が
行
な
わ
れ
た
た
め
、
与
党
は
激
変
緩

和
措
置
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
前
期
高
齢

者
の
２
割
負
担
は
１
年
先
送
り
、
被
扶
養
者
約
２
０
０
万

人
の
均
等
割
５
割
徴
収
は
半
年
は
ゼ
ロ
、
あ
と
の
半
年
は

９
割
減
免
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
得
し
な
い
人

が
多
い
た
め
、
さ
ら
な
る
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

激
変
緩
和
措
置
の
無
限
拡
大
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

医療費一部負担、自己負担限度額、生活療養標準負担額、食事療養標準負担額
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所 得 区 分 所得区分の基準 一部
負担

一部負担限度額（注1）

月ごと 年ごと
食事療養
標準負担額

生活療養
標準負担額（注2）

一 定 以 上
所 得 者

一 般

低所得者㈼

低 所 得 者
　㈵－㈪　

低 所 得 者
　㈵－㈰　

月収２８万円以上あるいは課
税所得１４５万円以上が同一世
帯に１人でもいる人（注３）

３割

１割

６７万円

５６万円

３１万円

１９万円

１食　２６０円

１食　１００円

１食　２１０円
（入院９０日超）
１食　１６０円

食　費　１食　２１０円
居住費　１日　３２０円

食　費　１食　１００円
居住費　１日　３２０円

食　費　１食　１３０円
居住費　１日　３２０円

食　費　１食　４６０円
※栄養管理要件を満
　たしていない場合
　は１食４２０円

居住費　１日　３２０円
外来（個人）　１２,０００円
入院・世帯　４４,４００円

外来（個人）　１８,０００円
入院・世帯　１５,０００円

外来（個人）　１８,０００円
入院・世帯　２４,６００円

外来（個人）　４４,４００円
入院・世帯　８０,１００円
+（医療費－２６７,０００円）×１％
（４回目から４４,４００円）

一定以上所得者、低所得㈵・
㈼のいずれにも該当しない

同一世帯の全員が住民非課
税（低所得㈵以外の世帯）

年金受給額８０万円以下など
の世帯（注４）

老齢福祉年金受給者

注１. 一部負担額限度額の「年ごと」は高額医療費、高額介護サービス費の合算制度における年間の自己負担限度額。
注２. ７０歳以上（０８年４月から６５歳以上）の人が療養病床に入院した場合のいわゆるホテルコスト。いずれも選択メニューの食事、特別

の療養環境（個室～４人室）の場合は差額徴収が認められている。
注３. 収入が１人世帯で３８３万円未満、２人以上世帯で５２０万円未満の場合は、申請により「一般」の区分とされる。

税制改革（公的年金控除の縮減、老年者控除の廃止）に伴い新たに一定以上所得者になった人は、２００６年８月から２年間、一部負
担の限度額が「一般」なみに据え置かれている。

注４. 低所得㈵：同一世帯の者が住民税非課税で必要経費、控除（年金は控除額８０万円）を差し引いた所得が０円となる人。



　
生
き
る
と
い
う
こ
と

　
か
ん
だ
連
雀
で
は
特
養
ホ
ー
ム
と
し
て
看
と
り
ケ
ア
を
行

う
上
で
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
施
設
で
の
看
と

り
の
在
り
方
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
ど
の
よ
う
な
看
と
り
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
の

か
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
で
、
施
設
は
「
生
活
の
場
」
で
あ
り
医
療
が
必
要
と

な
る
場
合
、
ま
た
は
延
命
を
望
ま
れ
る
場
合
は
病
院
へ
入
院

す
る
こ
と
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
「
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
最

期
を
迎
え
る
」
そ
し
て
「
延
命
は
し
な
い
」
と
い
う
考
え
方

が
一
般
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
三
つ
の
財
団
」
で
は
、
終

末
期
に
あ
る
方
に
対
し
て
自
然
に
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
回
復
の
見
込
み
が
な
い
の
に

ご
家
族
が
延
命
治
療
を
望
ま
れ
た
場
合
は
、
ご
家
族
や
様
々

な
職
種
の
人
達
で
話
し
合
い
、
説
得
し
ま
す
。
施
設
と
し
て

し
っ
か
り
と
し
た
方
針
を
持
ち
、
職
員
も
看
と
り
ケ
ア
に
つ

い
て
の
研
修
を
受
け
て
い
る
た
め
に
、
今
ま
で
に
ト
ラ
ブ
ル

は
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　
ど
う
す
る
こ
と
が
ご
利
用
者
に
と
っ
て
一
番
良
い
の
か
を

考
え
、
専
門
職
で
あ
る
私
達
が
ご
家
族
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
で
、
十
分
に
理
解
し
決
断
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
か
ん
だ
連
雀
看
護
師
　
中
川
泰
子
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
換
研
修
報
告

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
換
研
修
報
告

４
年
目
と
な
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
「
三
つ

の
財
団
」
と
の
交
換
研
修
。
平
成
１９
年
５

月
６
日
〜
１６
日
に
は
、
か
ん
だ
連
雀
の
岡

本
純
子
さ
ん
と
中
川
泰
子
さ
ん
が
、
１０
月

１５
日
〜
１９
日
に
は
、
三
つ
の
財
団
の
ス
ザ

ン
ヌ
さ
ん
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
が
お
互
い

の
施
設
で
現
場
実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
議
論
の
大
切
さ

　｢

三
つ
の
財
団｣

の
人
材
育
成
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

三
つ
の
財
団
で
は
職
員
の
人
材
育
成
（
研
修
）
に
大
変
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

育
成
を
継
続
的
に
行
う
事
は
、

� 

意
欲
の
向
上
、
責
任
意
識
の
向
上

� 

専
門
職
と
し
て
の
構
築
、不
安
の
解
消
� 

人
間
関
係
を
高
め
る�

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
職
員
全
員
に
高
齢
者
ケ
ア
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
の
育
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
育
成
は
主
に
研
修
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
、
一
年
に
２
回
「
研
修
リ
ス

ト
」
が
全
職
員
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
そ
の
リ
ス
ト
の
中
か
ら
自
分
が
受
け
た

い
研
修
内
容
を
選
び
、
上
司
と
面
談
を
し
て
受
け
る
研
修
を
決
定
し
ま
す
。

「
三
つ
の
財
団
」
で
は
す
べ
て
の
研
修
が
日
中
の
勤
務
時
間
内
に
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
職
員
が
研
修
で
フ
ロ
ア
か
ら
は
ず
れ
る
場
合
は
臨
時
職

員
を
雇
う
な
ど
し
て
補
っ
て
い
ま
す
。
研
修
は
約
一
ヵ
月
と
長
期
間
で
す
。

研
修
期
間
に
入
る
前
に
臨
時
職
員
と
な
る
方
（
主
に
介
護
・
看
護
の
学
生
）

は
事
前
に
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
常
務
理
事
の
モ
ニ
カ
さ
ん
は
研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
こ
う
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
「
研
修
は
あ
る
特
定
の
人
が
受
け
て
も
現
場
に
反
映
さ
れ
に
く
く
、

全
員
が
受
け
ら
れ
る
か
た
ち
を
と
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
研
修
に
は
交
代
で
順
番
に
参
加
で
き
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
に
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
を
一
番
多
く
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
知
識
を
得
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
事
例
検
討
な

ど
を
職
員
間
で
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
学
び
に
な
り
、
職
員
の

自
信
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。
」（
か
ん
だ
連
雀
介
護
員
　
岡
本
純
子
）
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地
域
交
流

　
研
修
が
始
ま
る
前
日
、
か
ん
だ
連
雀
で
は
お
２
人
の
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
は
岩
本
町
の
職
員
や
か
ん
だ
連
雀
の
施
設
運
営

協
議
会
会
長
の
吉
村
さ
ん
も
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
吉
村
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
英
会
話
番
組
に
出
演
し
た
と
い

う
経
歴
の
持
ち
主
で
、
歓
迎
会
で
は
誰
よ
り
も
ス
ザ
ン
ヌ

さ
ん
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
と
会
話
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
研
修
期
間
中
に
は
町
会
の
方
々
が
お
好
み
焼
き

屋
に
招
待
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
お
好
み
焼
き
に
も
ん
じ
ゃ
焼
き
と
日
本
の
ク
レ
ー
プ
に

お
２
人
も
大
満
足
！！
町
会
の
み
な
さ
ん
も
お
店
に
集
ま
り
、

夜
遅
く
ま
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
意
見
交
換
会
よ
り

　
か
ん
だ
連
雀
で
の
研
修
最
終
日
に
ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

　
連
雀
の
職
員
は
お
年
寄
り
に
対
し
て
き
め
細
か
い
援
助

を
し
て
い
る
と
い
う
感
想
に
は
、
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
の
中
で
は
特
に
入
浴
と
食
事
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
浴
槽
に
つ
か
る
習
慣
が
な
く
、
シ

ャ
ワ
ー
の
み
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
の
よ
う
に

体
が
弱
っ
て
い
る
方
で
も
浴
槽
に
入
る
設
備
が
整
っ
て
い

る
の
は
素
晴
し
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
ひ
の
き

浴
と
寝
台
浴
に
は
興
味
を
も
た
れ
た
よ
う
で
す
。

　
食
事
に
つ
い
て
は
活
発
な
意
見
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
３
度
の
食
事
以
外
に
午
前
・
午
後･
夜

食
に
軽
食
と
水
分
が
用
意
さ
れ
ま
す
。
常
に
何
か
を
食
べ

て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
理
由
が
あ

り
ま
す
。
食
事
の
回
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
食
べ
る
チ

ャ
ン
ス
を
多
く
し
て
い
る
の
で
す
。
栄
養
管
理
は
栄
養
士

が
カ
ロ
リ
ー
計
算
を
し
て
い
ま
す
が
、
食
べ
る
事
、
食
べ

な
い
事
は
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
ま
す
。
食
べ
た
く
な
い

時
に
無
理
に
食
べ
な
く
て
も
次
の
機
会
に
食
べ
れ
ば
良
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
食
事
量
が
少
な
い
方
に
は

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重
÷
身
長
÷
身
長
で
算
出
さ
れ
る
体
重
（
体
格
）

の
指
標
）
を
用
い
た
管
理
が
な
さ
れ
補
助
食
が
用
意
さ
れ

ま
す
。�

　
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
文
化
や
制
度
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
利
用
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
お
り
、
実
り
あ
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。（

か
ん
だ
連
雀
相
談
員
　
岸
　
ヨ
シ
子
）

法
人
研
修
で
も
学
ん
で
い
ま
す

　
平
成
１９
年
１１
月
１６
日
（
金
）
「
三
つ
の

財
団
」
の
常
務
理
事
モ
ニ
カ
・
バ
リ
ィ

ル
ン
ド
さ
ん
が
、
泉
苑
で
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
「
認
知
症
ケ
ア
と
人
材
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
「
三
つ
の
財
団
」
で
実
践

し
て
い
る
職
員
教
育
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
三
つ
の
財
団
で

運
営
し
て
い
る
各
施
設
の
映
像
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
わ
れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
ケ

ア
や
高
齢
者
の
い
き
い
き
と
し
た
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
　
友
利
幸
江
）
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季刊しんあい６５号（平成２０年２月１５日発行）

泉苑でのモニカさんによる講演

吉村さん・エリザベスさん・スザンヌさん

三つの財団の広報誌でも報告されました。



研修参加者

韓国交換研修報告韓国交換研修報告韓国交換研修報告

今回お世話になった総合福祉館の皆さんと。リーさん、
ハンさんは7月の交換研修で日本にいらっしゃいました。

韓国の福祉館の役割�

韓国の社会福祉サービスのしくみ韓国の社会福祉サービスのしくみ

　
社
会
福
祉
士
の
役
割�

　
社
会
福
祉
士
は
、
韓
国
の
社
会
福
祉
に
お
い
て
の

中
核
で
あ
り
、
「
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
側
」「
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
側
」
を
個
別
に
捉
え
ず
、
『
一
体

的
』
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
役
割
を
持
ち
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
自
治
体
か
ら
の
対
象
者
デ
ー
タ
を
基
に
実
態
把
握

調
査
を
実
施
。
各
個
人
の
ニ
ー
ズ
を
見
出
し
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
（
社
会
福
祉
館
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
在

宅
サ
ー
ビ
ス
等
）
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
半
年
に
１

度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
お
こ
な
い
、
生
活
の
安
定
を
目

指
し
、
地
域
住
民
で
あ
る
こ
と
の
存
在
感
を
高
め
、

心
の
ケ
ア
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
を
取
り

巻
く
様
々
な
社
会
問
題
（
少
子
高
齢
化
・
学
校
教
育
・

青
少
年
問
題
等
）
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
統

一
的
に
捉
え
、
地
域
内
の
各
専
門
機
関
（
学
校
や
塾

等
）
と
連
携
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
設
け
、
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
社
会
福
祉
士
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
わ
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側

の
社
会
資
源
を
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
老
人
仕
事
斡
旋
等
）
。�

　
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
個
々
の
専
門
性
や
ス
キ

ル
を
把
握
し
、
適
正
を
判
断
し
た
上
で
役
割
を
与
え
、

個
々
の
専
門
性
を
最
大
限
の
伸
ば
す
た
め
、
育
成
ツ

ー
ル
を
設
け
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
社
会
資
源
（
高
齢
者
、
企
業
、
青
少
年
等
多
様
な

人
力
）
を
育
て
大
い
に
活
用
し
、
地
域
社
会
に
還
元

す
る
と
い
う
循
環
を
図
る
こ
と
で
社
会
が
潤
い
（
例
：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
認
証
制
度
）
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
側
は
勿
論
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
相
互
に
向

上
す
る
こ
と
で
、
社
会
的
諸
問
題
の
解
決
に
も
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
福
祉
士
は
、
韓
国
の
地
域
福
祉

に
お
い
て
「
決
定
権
」
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
や
諸
問
題
を
分
離
せ
ず
、
社
会
福
祉
を
「
一
体

的
」
に
捉
え
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

（
永
合
美
穂
）

団
長
　
松
崎
　
哲
也

　
　
　
　
　
（
緑
苑
　
副
施
設
長
）

　
　
　
竹
元
　
昭
子

　
　
　
　
　
（
あ
さ
ひ
苑
　
栄
養
士
）

　
　
　
今
福
　
　
崇

　
　
　
　
　
（
あ
さ
ひ
苑
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
相
談
員
）

　
　
　
澄
川
　
裕
子

　
　
　
　
　
（
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
栄
養
士
）

　
　
　
永
合
　
美
穂

　
　
　
　
　
（
泉
苑
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　
相
談
員
）

　
　
　
池
ヶ
谷
悦
子

　
　
　
　
　
（
府
中
市
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
　
保
育
士
）

同
行
　
金
　
　
善
英

　
　
　
　
　
（
法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）

企業　　ボランティア

住民　　高齢者の就職：老人就職斡旋事業

利用者　　　　　高齢者

　　　　　　　　母子（世帯）

　　　　　　　　青少年（子ども）

　　　　　　　　低所得

居場所提供

福祉館

国

地域
（区・市）
（学校）
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シ
ン
リ
ン
総
合
社
会
福
祉
館
見
学

訪
問
食
事
の
訪
問
参
加

福
祉
館
関
連
会
議
参
観

ヨ
ン
ド
ン
ポ
老
人
総
合
福
祉
館
見
学

後
援
団
体
と
訪
問
食
事
の
訪
問
参
加

ご
年
配
講
師
事
業
参
観（
保
育
施
設
）

オ
レ
ン
ジ
奉
仕
団
事
業
説
明

　
お
よ
び
活
動
参
観

敬
老
堂
環
境
改
善
の

　
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
観

シ
ン
リ
ン
福
祉
館
青
少
年

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加

帰
国

出
国

歓
迎
晩
餐

１０
月
２３
日

１０
月
２４
日

１０
月
２５
日

１０
月
２６
日

１０
月
２７
日

◆
研
修
日
程



　韓国学校法人一松（イルソン）学院と多摩同胞会との職員交換研修も３回となりました。７月には、イルソン学院の職員

の６名の方々が来日し交流を深めました。多摩同胞会からは、１０月２３日～２７日の５日間、ソウル市内にあるイルソン学院

の２施設を中心に地域福祉とそこに関わる人々の現場を視察研修いたしました。両国の社会福祉政策は異なりますが、福祉

に従事する私たち職員が「支援を必要としている人々」にどう関わりを持つことが必要か、互いに学ぶことができました。

韓
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
韓
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
日
本
と
は
異
な

り
、
社
会
の
中
で
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成
、
活
用
す
る
社
会
的
シ
ス
テ

ム
が
整
え
ら
れ
、
社
会
全
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
世
界
で
あ

る
と
い
い
ま
す
。

　
国
が
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
制
度
と
し
て
「
認
証
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

全
国
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
の
で
登

録
管
理
、
情
報
交
換
が
可
能
で
、
法
人
、
施

設
、
保
健
、
医
療
、
企
業
な
ど
の
各
関
係
機

関
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
側
は
就
業

や
入
学
に
奉
仕

活
動
実
績
が
反

映
さ
れ
た
り
、

優
秀
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
表
彰
さ

れ
ま
す
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

会
社
と
提
携
し

カ
ー
ド
を
発
行

し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の

実
績
を
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
貯
め

る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
を
使
用
し

て
映
画
館
や
各

イ
ベ
ン
ト
に
無

料
で
参
加
で
き
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
評
価
さ
れ
、
優
遇
さ
れ
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
今
回
見
学
し
た
シ
ン
リ

ン
と
ヨ
ン
ド
ン
ポ
の
福
祉
館
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
あ
る
「
奉
仕
団
」
が
そ
れ
ぞ
れ

設
立
さ
れ
て
お
り
、
各
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。（

池
ケ
谷
悦
子
）

シ
ン
リ
ン
総
合
福
祉
館

　
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加

�

　
青
少
年
奉
仕
団
『
愛
の
床
』

　
青
少
年
奉
仕
団
は
、
中
学
生
を
中
心
に
「
遊

ぶ
土
曜
日
」（
日
本
の
ゆ
と
り
教
育
）
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
自
主
的
に
参
加
し
て
き
た

子
ど
も
達
で
結
成
さ
れ
、
活
動
の
前
に
は
育

成
プ
ラ
ン
に
よ
り
地
域
の
状
況
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
姿
勢
・
高
齢
者
世
帯
の
理
解
・
調
理

実
習
・
救
命
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
）
・
高
齢

者
疑
似
体
験
な
ど
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
時
に
は
両
親
も
参
加
し
て
高
齢
者
の
理

解
や
地
域
の
把
握
も
し
ま
す
。
ま
た
、
フ
ッ

ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
践
講
習
や
他
の
青
少
年

の
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
設
け
、
お
互
い

に
刺
激
し
合
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
チ
ー
ム

作
り
は
、
数
々
の
研
修
な
ど
で
交
流
を
深
め

ら
れ
た
子
ど
も
達
が
自
然
に
１
グ
ル
ー
プ
３

人
で
チ
ー
ム
が
作
ら
れ
、
チ
ー
ム
を
決
め
て

目
標
や
活
動
方
法
を
設
定
し
、
自
主
的
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
、
お
盆
の
と
き

に
お
餅
や
誕
生
日
ケ
ー
キ
（
上
半
期
・
下
半

期
）
を
作
っ
て
届
け
た
り
、
食
器
を
洗
う
な

ど
の
普
段
の
生
活
に
密
着
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
と
同
時
に
、
人

格
教
育
と
し
て
地
域
社
会
で
責
任
を
持
て
る

よ
う
な
人
の
育
成
も
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
が
自
主
的
に
参
加
し
て
い
る
気

持
ち
や
姿
に
感
動
を
覚
え
、
初
心
に
戻
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
今
福
　
崇
）

ヨ
ン
ド
ン
ポ
老
人
総
合
福
祉
館

　
　
老
人
就
職
斡
旋
事
業

　
　
「
老
人
仕
事
事
業
」

　
日
本
の
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
に
あ
た
る
『
老
人

仕
事
事
業
』
は
、
６０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
合

う
仕
事
の
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
社
会
参
加
・

健
康
維
持
・
生
活
費
の
補
充
的
金
銭
の
所
得

支
援
等
の
社
会
的
、
心
理
的
、
経
済
的
な
老

人
問
題
の
解
決
に
向
け
た
事
業
と
し
て
捉
え

ら
れ
、
こ
の
事
業
の
財
源
は
保
健
福
祉
部

（
３０
％
）
、
ソ
ウ
ル
市
（
３５
％
）
、
ヨ
ン
ド
ン

ポ
区
（
３５
％
）
の
割
合
の
負
担
で
老
人
総
合

福
祉
館
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
特
徴
と
し
て
、
�
高
齢
者
の
活
用

（
同
年
代
が
関
わ
る
こ
と
で
、
そ
の
年
代
に

し
か
分
か
ら
な

い
痛
み
や
悩
み

が
理
解
し
や
す

い
こ
と
か
ら
）
、

�
適
材
適
所
に

個
々
の
能
力
に

あ
っ
た
仕
事
の

分
担
、
�
自
発

的
活
動
と
な
る
た
め
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
制

に
よ
る
組
織
作
り
を
お
こ
な
い
、
主
体
的
な

活
動
運
営
と
な
る
よ
う
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
高
齢
者
の
専
門
性
を
活
か

し
た
老
人
講
師
の
派
遣
が
あ
り
、
幼
児
施
設

（
伝
統
太
鼓
教
室
等
で
行
儀
も
伝
え
る
）
、

老
人
施
設
（
健
康
体
操
教
室
や
書
道
等
）
等

で
講
師
活
動
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
収
入
の
補

助
程
度
の
賃
金
で
契
約
（
一
食
配
達
単
位
）

さ
れ
た
高
齢
者
が
、
配
食
希
望
の
あ
っ
た
高

齢
者
の
在
宅
に
地
下
鉄
（
高
齢
者
は
料
金
無

料
の
た
め
）
を
利
用
し
配
達
す
る
活
動
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
福
祉
館
の
食
堂
厨

房
で
食
器
洗
浄
な
ど
を
短
時
間
働
く
活
動
や

看
病
の
た
め
の
活
動
等
々
が
あ
り
、
こ
の
事

業
を
纏
め
て
い
る
老
人
総
合
福
祉
館
に
は
約

１
７
０
名
の
登
録
が
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
『
老
人

仕
事
事
業
』
に

限
ら
ず
、
活

動
導
入
時
に

自
主
性
や
専

門
性
を
ひ
き

だ
す
た
め
の

組
織
作
り
や

教
育
が
計
画

的
に
仕
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

  

（
澄
川
裕
子
）

（
編
集

   

松
崎
哲
也  

   

高
橋
明
子
）

ヨンドンポの企業ボランティア シンリンの高齢者ボランティア

シンリンの青少年ボランティア

太鼓の講師と子ども達食堂風景
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しらとり

緑 苑

昨
年
は
「
偽
」
と
い
う
文
字
で

日
本
の
世
相
が
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
各
施
設
の
様
子
や
仕
事
を

漢
字
一
字
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
し
ら
と
り
を
漢
字
一
字
で
表
す
と
？
と
職
員
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
頭
を
抱
え
な
が
ら
１
年
を
振

り
返
り
、
次
の
よ
う
な
答
え
が
出
ま
し
た
。

　
「
迅
」
何
事
に
も
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
ら
、
１
年

が
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
か
ら
。

　
「
耕
」
今
後
に
向
け
て
全
員
で
準
備
を
し
て
い
る
状
態
。

　
「
来
」
色
々
な
出
会
い
も
あ
り
別
れ
も
あ
り
、
来
年
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
と
い
う
表
れ
。

　
「
変
」
大
き
な
変
化
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
変
だ
っ
た
。

　
「
喝
」
自
分
に
喝
！！

　
「
忍
」
忍
耐
あ
る
の
み
！

色
々
な
一
文
字
が
出
ま
し
た
が
、
や
は
り
し
ら
と
り
は
去
年
も
今
年
も
「
愛
」
！！

　
「
愛
」
ず
ば
り
！
し
ら
と
り
の
永
遠
の
テ
ー
マ
。
親
子
愛
、
兄
弟
愛
。
…
奥
さ
ん

の
名
前
。

　
な
ど
、
色
々
な
物
事
に
繋
が
る
「
愛
」
。

し
ら
と
り
で
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
交
流
事
業
「
ミ
ニ
ル
ー
ム
あ
い
あ
い
」
も
、

愛
・
Ｉ(

私)

・
出
会
い
・
語
り
合
い
・
支
え
合
い
な
ど
、
様
々
な
「
あ
い
」
の
意
味

を
込
め
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
８
年
も
、
色
々
な
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
〜
愛
〜
を
持
っ
て
沢
山
の
人
た
ち
と
触
れ
合

い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
喜
び
い
っ
ぱ
い
で
、
「
愛
」
あ
ふ
れ
る
し
ら
と
り
で
あ
る
よ
う

職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　 

　
（
少
年
指
導
員
　
志
村
美
由
紀
）

　
緑
苑
と
い
う
「
家
」
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
信

愛
緑
苑
に
ご
利
用
者
が
３０
名
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
信
愛
寮

に
５０
名
、
合
計
８０
名
の
方
々
が
、
職
員
と
と
も
に
喜
怒
哀

楽
を
共
に
し
て
日
々
生
活
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
、

お
年
寄
り
の
個
々
の
暮
ら
し
に
合
わ
せ
て
接
し
て
お
り
ま
す
が
、
ふ
と
私
は
こ
こ
が
大

き
な
家
族
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
。

　
真
ん
中
に
い
る
の
が
知
恵
と
経
験
豊
富
な
お
年
寄
り
、
そ
れ
を
支
え
る
ケ
ア
ス
タ
ッ

フ
や
相
談
員
が
子
ど
も
や
孫
達
、
お
い
し
い
食
事
を
提
供
し
て
く
れ
る
食
事
係
は
お
母

さ
ん
、
そ
し
て
全
体
を
見
通
す
大
黒
柱
の
施
設
長
や
副
施
設
長
は
お
父
さ
ん
。
も
し
施

設
を
一
つ
の
家
族
と
す
れ
ば
、
そ
ん
な
見
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
る
年
長
の
ご
利
用
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
。
施
設
で
通
夜
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
逝
去
に
悲
し
み
涙
す
る
職
員
、
ご
利
用
者
、
そ
し
て
ご
逝
去

さ
れ
た
方
の
生
前
の
話
を
夜
遅
く
ま
で
懐
か
し
む
よ
う
に
語
る
方
々
。

　
昨
今
、
核
家
族
化
が
進
み
「
家
」
の
形
も
時
代
と
共
に
変
化
し
て
来
て
お
り
ま
す

が
、
こ
こ
に
は
昔
な
ら
で
は
の
家
の
風
景
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
新
し
い
一
年
を
迎
え
、
ど
ん
な
家
族
の
歴
史
が
積
み
重
ね
て
行
く
の
だ
ろ
う
か

と
考
え
ま
す
。
私
は
こ
の
中
で
、
み
ん
な
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
お
兄
さ
ん
の
よ
う
な
存

在
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

（
事
務
員
　
金
子
　
剛
久
）
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きずな

あさひ苑

　
私
た
ち
在
宅
ヘ
ル
パ
ー
は
い
ろ
い
ろ
な
ご
利
用
者
の
お
宅
に
訪
問
し
て
援
助
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
移
動
に
は
主
に
自
転
車
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
自
転
車
に
は
『
あ
さ
ひ
苑
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
』
と
い
う
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
に
は
常
に
あ
さ
ひ
苑
と
い
う
「
看

板
」
が
付
い
て
回
り
ま
す
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
に
見
ら
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
恥
ず
か
し
い
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
移
動
中
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
と
お
会
い
し
た
と
き

の
こ
と
で
す
。
私
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
場
で
立
ち
話

し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
の
方
か
ら
「
自
分
た
ち
は
体
が
あ

ま
り
良
く
な
い
か
ら
笑
顔
で
接
し
て
ほ
し
い
。
笑
顔
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
ど

ん
な
時
で
も
笑
顔
を
作
っ
て
接
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
別
の

ご
利
用
者
の
お
宅
で
は
「
あ
な
た
の
笑
顔
を
見
る
と
元
気
が
出
て
く
る
よ
」
と
い

う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
う
れ
し
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
利
用
者
に
少
し
で
も
元
気
で
気
持
ち
よ
く

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
笑

顔
を
忘
れ
ず
援
助
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
常
に

心
に
留
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ヘ
ル
パ
ー
　
波
連
ひ
と
み
）

　
き
ず
な
に
て
、
昨
年
１２
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
手
品
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
出
し
物
を
上
手
に
や
り
こ
な
し
、
サ
ン
タ

の
登
場
で
子
ど
も
達
の
喜
び
は
最
高
潮
に
！！
　
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

う
と
待
ち
き
れ
ず
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
で
そ
の
場
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
中
身
を

あ
け
て
い
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
お
母
さ
ん
達
は
と
い
う
と
・
・
・
・
・
遊
び
心
満
載
☆
お
母
さ
ん
達

の
出
し
物
は
、
昨
年
大
流
行
し
た
「
お
し
り
か
じ
り
虫
」
を
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り

ま
し
た
。
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
お
母
さ
ん
達
は
、
本
番
に
向
け
て
猛
特
訓
。
“お

し
り
か
じ
り
虫
ダ
ン
ス
”
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
職
員
と
一
緒
に
、
何
度
も
練
習

を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
当
日
の
お
母
さ
ん
達
の
格
好
は
・
・
・
・
・
ゴ
ミ
袋
で
手

作
り
し
た
短
パ
ン
に
、
黄
色
い
水
泳
帽
子
を
か
ぶ
り
、
さ
ら
に
触
覚
ま
で
付
け
て
、

本
物
そ
っ
く
り
の
「
お
し
り
か
じ
り
虫
隊
」
の
出
来
上
が
り
！！

ゴ
ミ
袋
を
履
い
て
い
る
の
に
・
・
・
・
・
な
ん
て
、
可
愛
い
？
格
好
で
し
ょ
う
。

十
人
程
の
お
し
り
か
じ
り
虫
隊
は
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
な
が
ら
も
子
ど
も
達
に

負
け
ず
と
て
も
上
手
に
踊
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

　
舞
台
に
立
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
達

も
、
見
て
い
る
子
ど
も
達
も
、
こ
の

瞬
間
一
年
で
一
番
の
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
き
ず
な
で
は
こ
れ
か

ら
も
、
こ
の
よ
う
な
愉
快
な
行
事
を

た
く
さ
ん
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

（
少
年
指
導
員
　
　
紫
野
　
久
子
）
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１０

連  雀

たっち

　
今
回
の
テ
ー
マ
を
受
け
て
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
『
愛
』『
人
』

な
ど
が
候
補
に
挙
が
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
商
業
用
ビ
ル
内
と
い
う
特
殊
な

環
境
下
の
た
っ
ち
に
お
い
て
、
業
務
用
加
湿
器
導
入
の
決
め
手
に
な
っ
た
『
乾
』

や
、
夏
場
の
ひ
ろ
ば
の
大
混
雑
と
各
事
業
の
定
員
い
っ
ぱ
い
の
利
用
者
さ
ん
よ
り

『
混
』
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
某
職
員
が
言
っ
た
一
言･

･
･
�

　
「
で
も
人
が
、
利
用
者
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
、
職
員
が
集
ま
っ
て

今
の
状
況
が
あ
る
の
だ
か
ら
『
集
』
は
ど
う
？
」

そ
の
場
に
い
た
職
員
皆
が
膝
を
叩
い
て
「
そ
れ
だ
！
」
と
賛
同
、
一
瞬
で
決
ま
り

ま
し
た
。

　
『
集
』
に
は
『
あ
つ
ま
る
』
と
い
う
読
み
方
の
ほ
か
、
『
つ
ど
う
』
と
い
う
読
み

方
も
あ
り
ま
す
。
様
々
な
人
々
が
あ
り
今
の
た
っ
ち
が
で
き
て
い
る･

･
･

そ
れ
を

実
感
す
る
毎
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
施
設
が
開
設
し
て
３
年
目
に
入
り
、
知
名
度

も
高
ま
っ
て
き
た
中
、
本
当
に
様
々
な
利
用
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
日
々

業
務
に
追
わ
れ
る
中
で
「
た
っ
ち
が
あ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
」
と
う
れ
し
い

言
葉
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
や
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
が

笑
顔
で
帰
っ
て
い
く
様
子
な
ど
、

職
員
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
瞬

間
で
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人

と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
『
集
』
の

施
設
で
あ
り
た
い
で
す
。

（
受
付
担
当
　
高
橋
　
明
子
）

　
九
十
五
歳
の
Ａ
様
は
、
と
て
も
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
方
で
、
あ
る
日
、
Ａ
様
の
居

室
で
頻
回
に
コ
ー
ル
が
鳴
り
ま
し
た
。
お
部
屋
に
伺
う
と
「
救
急
車
を
呼
ん
で
く

れ
！
」
と
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
ど
う
な
さ
っ
た
の
で
す
か
、
具
合
で
も
悪
い
の
で

す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、
Ａ
様
は
ひ
と
こ
と
「
脚
気
」
。
Ａ
様
は
特
に
何
の
症
状
も

な
く
お
元
気
な
の
で
す
。
脚
気
で
あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
脚
気
じ
ゃ
あ
救

急
車
は
呼
べ
ま
せ
ん
よ
」
と
お
話
し
す
る
と
、
Ａ
様
は
「
あ
は
は
は
…
」
と
、
笑

っ
て
ご
ま
か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
後
で
お
聞
き
す
る
と
、
忙
し
そ
う
に
さ
れ
て
い
る
私
の
気
を
引
こ
う
と
、
ご
本

人
な
り
に
色
々
考
え
た
結
果
「
脚
気
」
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
「
救
急
車
は
呼
べ

ま
せ
ん
が
、
私
な
ら
い
つ
で
も
呼
ん
で
下
さ
い
」
と
、
お
話
す
る
と
嬉
し
そ
う
に

笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
も
う
お
一
人
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
九
十
五
歳
の
Ｍ
様
は
、
よ
く
お
話
さ
れ
る

方
で
「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
こ
の
飛
行
機
、
飛
ば
な
い
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
見
て
く
れ
る
？
」

と
私
を
呼
び
と
め
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
な
ん
な
の
か
し
ら
と
見
て
み
る
と
、
ス

ト
ッ
パ
ー
の
掛
か
っ
た
車
椅
子
を
必
死
に
両
手
で
前
方
へ
押
し
出
そ
う
と
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
動
か
な
い
車
椅
子
を
飛
ば
な
い
飛
行
機
に
例
え
、
ご
自
身

は
操
縦
士
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
真
剣
そ
の
も
の
。
乗
り
物
が
好
き
な
Ｍ
様
な
ら

で
は
の
発
想
に
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ご
利
用
者
と
私
た
ち
職
員
の
間
に
は
、

毎
日
こ
ん
な
会
話
と
笑
い
の
交
流
が
あ
る

の
で
す
。

（
看
護
師
　
戸
越
　
幸
恵
）



泉  苑

　
私
が
在
宅
の
高
齢
者
の
方
へ
の
介
護
業
務
に
携
わ
っ
て
か
ら
も
う
８
年
に
な
り

ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
方
、
ご
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
方
、
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

る
多
く
の
方
の
希
望
が
、
「
少
し
で
も
長
く
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
そ
の
希
望
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
ご
本
人
や
ご
家
族
へ
、
訪
問
食
事
サ
ー
ビ

ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
説
明
を
し
ま
す
。
「
で
き
る
だ
け
、
お
上
の
お
世
話
に
な
ら
ず
に
家

で
暮
ら
し
た
い
」
と
の
思
い
を
聞
き
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
中
で
、
徐
々

に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
納
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
と
、
馴
染
み
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
る
の
が

待
ち
遠
し
か
っ
た
り
、
話
相
手
の
で
き
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
の
が
楽
し
み
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
家
の
中
で
も
明
る
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
、
「
少
し
で

も
長
く
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
」
と
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
家
族
の
方
と
も
「
初
め
は
、
デ
イ
に
行
く
の
は
と
て
も
嫌
が
っ
て
い
た
の
に
、

今
で
は
デ
イ
に
行
く
日
は
起
き
る
の
も
早
く

な
っ
た
」
と
、
笑
い
な
が
ら
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。
職
員
へ
の
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
く
と
、
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

 

　
こ
れ
か
ら
も
「
少
し
で
も
長
く
自
宅
で
暮

ら
し
た
い
」
と
い
う
『
願
い
』
を
か
な
え
ら

れ
る
よ
う
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と

私
も
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

（
相
談
員
　
佐
藤
　
浩
幸
）

　
岩
本
町
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
、
余
暇
活
動
の
一
環
と
し
て
回
想
法
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
Ａ
さ
ん
は
、
普
段
あ
ま
り
他
の
皆
さ
ん
と
会
話
を
せ
ず
に
ほ
と
ん
ど

１
人
で
過
ご
し
て
い
る
方
な
の
で
す
が
、
回
想
法
の
活
動
の
な
か
で
、
昔
の
話
を

皆
さ
ん
と
し
て
い
る
と
Ａ
さ
ん
自
ら
輪
の
中
に
入
っ
て
き
て
、
自
分
の
若
い
頃
の

話
を
し
始
め
た
の
で
す
。
「
お
嫁
に
来
た
と
き
の
お
話
」「
商
売
の
お
話
」
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
さ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
前
で
こ
ん
な
に
自
分
自
身
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
姿
に

私
自
身
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
話
を
し
て
い
る
間
、
Ａ
さ
ん
は
い
つ
も
と
違
う
表

情
で
し
た
。
懐
か
し
そ
う
な
、
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
語
っ
て
い
ま
し

た
。�

　
私
は
、
回
想
法
を
通
じ
て
Ａ
さ
ん
の
意
外
な
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
気
が

し
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
話
を
聞
い
て
そ
の
方
が
ど
う

い
う
人
生
を
送
っ
て
き
た
の
か
、
ど
う
い
う
物
で
遊
ん
で
い
た
の
か
な
ど
、
私
に

と
っ
て
は
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
た
だ
教
わ
る
だ
け
で
な
く
私
自
身
が

も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
回
想
法

の
場
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
の
会

話
で
も
た
く
さ
ん
の
昔
の
話
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

（
介
護
員
　
　
笹
川
　
　
歩
）

和気あいあいと刺子を刺します
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特別養護老人ホーム　信愛泉苑 
高齢者在宅サービスセンター　泉苑ケアセンター 
養護老人ホーム　信愛寮 
特別養護老人ホーム　信愛緑苑 
府中市立特別養護老人ホーム　あさひ苑 
府中市立あさひ苑高齢者在宅サービスセンター 
府中市子ども家庭支援センター　たっち 

特別養護老人ホーム　かんだ連雀 
かんだ連雀高齢者在宅サービスセンター 
千代田区立岩本町ほほえみプラザ 
子ども家庭支援センター　しらとり 
母子生活支援施設　白鳥寮 
母子生活支援施設　東京都網代ホームきずな 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 

御
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 

秋
場
一
男
　
朝
日
健
二
　
石
井
宏
　
石
渡
槇
子
　
磯
嘉
一
郎

故
市
川
キ
ヨ
遺
族
　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
府
中
店
労
働
組
合

　（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
　（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
海
　
大
内

田
幸
子
　
恩
田
マ
ン
　（
株
）劇
団
飛
行
船
東
京
支
社
　
栗
山

き
わ
　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
　
近
藤
郁
雄
　（
財
）報
知
社

会
福
祉
事
業
団
　
在
日
米
軍
司
令
部
広
報
部
　
下
平
イ
ク
子

　
松
栄
亭
　
浄
土
宗
東
京
教
区
青
年
会
　
白
百
合
学
園
中
学

校
　
親
切
会
関
東
支
部
　
新
日
鉱
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ（
株
）　

新
日
本
石
油
　
鈴
木
和
夫
　
田
中
通
孝
　（
福
）テ
レ
ビ
朝
日

福
祉
文
化
事
業
団
　
天
理
教
東
京
地
区
婦
人
会
　
東
穀
協
会

　
東
京
出
版
共
同
組
合
　
東
京
福
祉
会
国
立
事
業
所
　
東
穀

協
会
総
務
部
　
中
川
し
づ
　
永
田
正
子
　
中
山
喜
恵
子
　（
株
）

成
島
商
会
　（
財
）日
本
出
版
ク
ラ
ブ
　
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会

業
務
部
　（
社
）日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
　
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ 

八
王

子
組
浄
土
宗
青
年
会
　
船
木
靖
子
　（
財
）報
知
社
会
福
祉
事

業
団
　
緑
町
一
丁
目
自
治
会
　
緑
町
自
治
会
　（
株
）宮
下
造
園

　
武
蔵
台
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
協
議
会
　
八
百
松
　
米
屋（
株
）　

ら
い
お
ん
亭
国
分
寺
店（
株
）　
ロ
ー
ソ
ン 

 

（
平
成
１９
年
９
月
〜
１２
月
） 

会
田
久
枝
　
青
木
成
江
　
青
山
幸
子
　
赤
田
美
恵
子
　
赤
林

好
子
　
秋
山
恵
美
子
　
秋
山
一
男
　
浅
野
貞
子
　
網
代
恵
美

　
網
代
弘
子
　
東
敏
子
　
阿
部
珠
峰
　
有
本
陽
子
　
飯
塚
喜

亥
子
　
飯
田
ア
ヤ
子
　
五
十
嵐
進
　
井
口
イ
マ
　
井
口
有
為

子
　
石
井
宏
　
石
井
美
保
子
　
石
井
雅
子
　
石
黒
富
佐
江
　

石
坂
勝
世
　
石
坂
美
代
子
　
石
崎
智
子
　
石
原
み
つ
る
　
い

ず
み
こ
ど
も
園
　
い
ず
み
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
　
市
川
ア
イ
子
　

市
川
知
子
　
一
色
美
恵
子
　
伊
藤
う
め
子
　
伊
東
冨
美
子
　

井
上
宏
子
　
井
上
陽
子
　
井
踏
世
津
子
　
今
福
進
　
上
田
悦

子
　
上
野
玲
子
　
植
松
八
千
代
　
鵜
沢
シ
ズ
　
歌
う
た
ん
ぽ

ぽ
の
会
　
内
堀
美
喜
　
浦
西
順
子
　
江
口
亜
津
子
　
海
老
沢

信
子
　
海
老
原
志
づ
子
　
遠
藤
伊
代
　
遠
藤
博
　
遠
藤
み
つ

よ
　
遠
藤
陽
子
　
尾
崎
節
子
　
大
久
保
峯
子
　
大
久
保
は
る

み
　
大
倉
弘
子
　
大
竹
朋
美
　
大
橋
正
子
　
緒
方
シ
ゲ
子
　

緒
方
智
恵
美
　
岡
田
基
子
　
岡
野
玲
子
　
岡
村
五
十
鈴
　
小

川
喜
代
子
　
荻
野
和
子
　
小
倉
道
子
　
尾
崎
ヨ
シ
子
　
海
江

田
紀
久
子
　
垣
内
マ
ツ
子
　
柿
本
純
子
　
賀
來
夏
樹
　
笠
間

豊
子
　
鹿
島
千
重
子
　
鹿
島
虎
雄
　
学
校
図
書
館
を
考
え
る

会
　
門
井
隆
明
　
加
藤
静
　
加
藤
博
子
　
加
藤
洋
子
　
金
澤

静
江
　
上
沢
美
和
子
　
上
村
峰
高
　
亀
岡
紀
知
信
　
川
窪
三

枝
子
　
川
崎
綾
子
　
神
田
消
防
署
消
防
少
年
団
　
城
所
栄
子

　
木
村
幸
子
　
久
木
田
ひ
と
み
　
草
野
美
鈴
　
楠
一
恵
　
窪

田
正
紀
　
久
保
田
摩
耶
子
　
窪
野
咲
子
　
黒
澤
貞
子
　
黒
田

久
江
　
桑
原
ゆ
う
子
　
警
察
学
校
　
弦
間
ま
さ
　
小
出
晨
一

　
小
出
由
美
子
　
小
岩
井
雅
人
　
河
野
ト
シ
ヨ
　
越
川
幸
子

　
小
島
雅
美
　
小
島
百
合
子
　
小
谷
文
子
　
後
藤
隆
子
　
後

藤
寿
枝
　
小
林
愛
子
　
小
林
久
子
　
小
林
真
弓
　
紺
野
和
子

　
今
野
幸
子
　
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
東
京
駅
一
番
街
店
　

斉
藤
王
乃
　
斉
藤
孝
子
　
酒
井
和
子
　
酒
井
か
つ
子
　
酒
井

紘
子
　
貞
方
利
恵
　
佐
藤
英
子
　
佐
藤
公
子
　
佐
藤
な
か
子

　
佐
藤
初
江
　
佐
野
田
鶴
子
　
塩
入
圭
子
　
塩
川
義
雄
　
塩

澤
佳
津
子
　
重
田
文
子
　
品
田
啓
子
　
芝
喜
久
子
　
柴
田
昌

彦
　
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
　
島
津
弘
子
　
島
田
た
ず
　
清
水
敦

司
　
志
水
功
夫
　
清
水
文
枝
　
下
江
美
鈴
　
下
条
エ
イ
子
　

白
石
勤
　
白
川
史
哉
　
進
藤
サ
エ
子
　
杉
本
節
子
　
杉
本
久

子
　
鈴
木
智
久
　
鈴
木
昌
子
　
鈴
木
嘉
子
　
砂
原
喜
美
子
　

関
根
直
子
　
瀬
戸
貞
子
　
園
田
英
子
　
薗
田
澄
子
　
平
艶
子

　
高
蔦
米
子
　
高
鍋
恵
子
　
鷹
野
榮
子
　
高
野
晴
美
　
高
野

富
美
代
　
高
橋
顕
一
郎
　
高
橋
幸
子
　
高
橋
ち
よ
子
　
　
橋

浩
乃
　
高
林
満
子
　
高
松
宣
勝
　
滝
澤
重
男
　
田
口
稔
子
　

竹
内
由
美
子
　
竹
橋
直
久
　
竹
松
ふ
く
　
竹
谷
澄
子
　
辰
本

ケ
イ
　
田
中
叡
子
　
田
中
久
美
子
　
田
中
翠
　
谷
澤
ミ
ツ
子

　
田
部
美
智
子
　
丹
野
由
紀
子
　
津
田
朱
實
　
土
田
佳
子
　

土
屋
和
子
　
土
屋
と
き
枝
　
常
木
和
子
　
角
田
友
子
　
角
田

ミ
サ
ホ
　
角
田
和
歌
子
　
手
塚
正
輝
　
伝
田
菊
代
　
戸
井
田

清
子
　
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
専
門
学
校
　
東
郷
栄
子
　
栃
谷
さ
き

　
豊
永
昌
子
　
都
立
一
橋
高
等
学
校
　
中
下
秀
子
　
中
嶋
永

子
　
長
島
広
美
　
中
田
愛
子
　
中
津
川
景
子
　
中
野
喜
久
馬

　
永
野
信
子
　
永
峯
怜
子
　
中
村
清
美
　
中
村
フ
サ
子
　
中

村
美
佐
江
　
中
村
美
智
子
　
中
村
陽
子
　
中
山
康
　
野
坂
昭

弘
　
楢
林
美
枝
子
　
新
津
好
美
　
新
居
洋
子
　
西
久
保
長
子

　
西
宮
智
恵
子
　
二
宮
澄
子
　
根
岸
路
子
　
野
の
花
の
会
　

野
本
昭
彦
　
萩
村
光
恵
　
萩
原
八
枝
　
萩
原
昭
子
　
橋
口
綾

子
　
橋
場
昭
　
橋
本
巌
　
長
谷
川
宣
子
　
羽
鳥
み
の
る
　
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
花
咲
き
村
　
花
柳
寿
院
　
羽
根
禮
子
　
早
川
菊
枝

　
早
川
洋
子
　
羽
山
直
子
　
原
敬
五
郎
　
原
島
菊
敏
　
原
田

康
子
　
原
田
勝
彦
　
原
田
良
子
　
肥
後
住
江
　
平
泉
順
子
　

平
川
佐
保
子
　
平
澤
み
ど
り
　
平
田
敦
子
　
平
田
佳
子
　
平

野
幸
子
　
比
留
間
ア
キ
子
　
船
岡
栄
子
　
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

Ｌ
．
Ｐ
．
　
古
川
郁
子
　
文
京
サ
ー
ブ
・
コ
ー
ル
の
皆
様
　

法
師
人
富
子
　
堀
田
武
三
郎
　
堀
切
重
明
　
本
多
真
希
子
　

牧
内
ヤ
ス
子
　
町
田
知
行
　
松
浦
良
枝
　
松
澤
通
子
　
松
下

朗
　
松
下
朋
子
　
松
田
恵
子
　
松
野
ア
イ
　
松
本
み
な
と
　

丸
の
内
さ
え
ず
り
館
　
万
世
橋
警
察
少
年
係
　
三
坂
和
子
　

水
谷
静
枝
　
宮
崎
清
子
　
宮
澤
由
紀
枝
　
宮
下
美
智
子
　
宮

田
宣
義
ほ
か
１
０
名
の
皆
様
　
明
神
淑
恵
　
三
輪
孝
子
　
室

伏
き
ょ
う
子
　
茂
木
万
里
子
　
物
江
教
子
　
物
江
民
夫
　
森

玲
子
　
谷
貝
祥
子
　
八
木
か
つ
子
　
安
田
生
命
　
　
佳
代
子

　
山
上
涼
子
　
山
口
夏
緒
　
山
崎
玲
佳
　
山
田
一
丸
　
山
田

和
男
　
山
田
佳
津
江
　
山
田
ケ
イ
子
　
山
田
サ
ワ
子
　
山
田

順
子
　
山
本
峯
子
　
山
本
ひ
ろ
み
　
湯
原
香
　
横
田
公
子
　

吉
川
孝
一
　
吉
田
陸
子
　
米
山
秀
子
　
我
妻
文
子
　
脇
山
令

子
　
渡
辺
勇
　
渡
辺
キ
ク
　
渡
辺
た
き
子 

 

（
平
成
１９
年
９
月
〜
１２
月
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介 

　
　
〜
歌
う
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
〜 

　
あ
さ
ひ
苑
ホ
ー
ム
で
は
サ
ー
ク
ル

活
動
の
一
環
と
し
て
、
８
月
と
１１
月

に
府
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
登
録
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
『
歌
う
た
ん
ぽ

ぽ
の
会
』
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。 

１１
月
２８
日
の
活
動
で
は
ホ

ー
ム
ご
利
用
者
だ
け
で
な
く
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
も
参
加
さ
れ
、

総
勢
５０
人
ぐ
ら
い
の
大
変
賑
や
か
な

会
と
な
り
ま
し
た
。｢

故
郷｣

や｢

朧
月

夜｣

な
ど
、
ご
利
用
者
に
と
っ
て
と
て

も
愛
着
の
あ
る
古
き
良
き
日
本
の
歌

を
全
員
で
大
合
唱
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
素
敵
な
歌
声
が
フ
ロ
ア
内
に
響

き
渡
り
、
良
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
も｢

感
動

し
ま
し
た
。
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
歌
っ
て
下
さ
っ
た
事
が
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
で
す｣

と
心
温
ま
る

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
『
歌

う
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
』
の
方
々
は
年
末

の
ホ
ー
ム
忘
年
会
に
も
参
加
さ
れ
、

歌
声
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
後
も
、
沢
山
の
笑
顔
と
歌
声
の

た
め
に
、
お
力
を
お
借
り
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
　  

  

（
あ
さ
ひ
苑
　
簗
瀬
公
亮
） 

 

■
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
。
皆

様
に
と
っ
て
良
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。　
　
山
田
絵
梨
香（
泉
苑
） 

■
皆
様
、
風
邪
が
流
行
る
時
期
で
す
。

う
が
い
手
洗
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
！！
　
　
　
　
　
岸
千
陽（
泉
苑
） 

■
多
く
の
方
か
ら
ご
反
響
い
た
だ
き
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ご
愛
読
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

光
江
浩
二（
あ
さ
ひ
苑
） 

■
今
年
も
多
摩
同
胞
会
で
の
出
来
事

を
皆
様
に
沢
山
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
！！
　
浅
見
達
也（
あ
さ
ひ
苑
） 

■
早
い
も
の
で
平
成
も
２０
年
を
迎
え

ま
し
た
。
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。
　
　
　
平
岡
貴
弘（
緑
苑
） 

■
特
集
記
事
を
担
当
し
、
読
み
手
と

書
き
手
の
思
い
を
汲
み
取
り
、
原

稿
を
編
集
す
る
事
の
大
変
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。  

友
利
幸
江（
連
雀
） 

■
編
集
員
に
な
っ
て
早
い
も
の
で
も

う
１
年
。
来
年
度
も
よ
り
多
く
の

方
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
ま
す
！
　  

稲
葉
悦
子（
岩
本
） 

■
ま
と
め
る
こ
と
の
難
し
さ
と
楽
し
さ

を
知
っ
た
編
集
号
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　  

高
橋
明
子（
た
っ
ち
） 

■
私
の
一
文
字
は「
温
」
。
今
年
も
温
か

み
の
あ
る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

　
　
　  

志
村
美
由
紀（
し
ら
と
り
） 

■
自
分
の
文
章
が
冊
子
に
な
る
楽
し

み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

小
川
智
恵（
き
ず
な
） 

■
皆
様
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
様
子
に
ふ
れ
ら
れ
る
架
け
橋

と
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

若
林
佑
子（
き
ず
な
） 

■
気
が
つ
け
ば
今
年
度
最
終
号
。
光

陰
矢
の
ご
と
し
を
痛
感
す
る
日
々

で
す
。
　
　  

青
木
志
乃（
事
務
局
） 

■
今
回
は
二
ヵ
国
と
の
交
換
研
修
を

特
集
で
ま
と
め
ま
し
た
。
い
か
が

で
し
た
か
？  

上
野
広
美（
編
集
長
） 

編

集

後

記

編

集

後

記 

編

集

後

記 

　
６４
号
の
表
紙
の
写
真
で
府
中
市

議
会
高
野
議
長
と
あ
る
の
は
鈴
木

議
長
の
誤
り
で
し
た
。
関
係
各
所

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
謹
ん
で
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 


